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1/6 国 労旗関き
1/10 全 国一般岡山 。私鉄県協 旗 開き
1/13 部 落解放同盟旗閑き
1/14 岡 山地区労、朝鮮総違 旗 開き
1/15 井 原支部会議
1/19 総 がかり (さんすて前)
1/22 1・ 2区党員会議
1/23 岡 山市平禾B推進協議会 (武本)
4/24 党 定例街宣 ・マツキヨ前
1/25～ 26 党 中国フロック議員団績 ・研1夕会

,,  弓 之町 ・時事問題懇話会
1/27 」 R貨物労組旗閑き
1/28 新 春 ・岡山社会文化会館講座 (旗閑き)
1/30 部 落解放共闘幹事会 (宮日 ・武本)
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2018年2月1日
(改憲阻止)

社 会 新 報 飼山県連合胸
岡山市北区弓之町5-7 Tel口086-226-1234

継民
党
県
連
合

の
宮

日
代
表
は
、

「
平
和

。
人
権
が
数
の
力

で
押

し
切
ら
れ
、

国
民
に
背
を
向
け

た
暴
走
政
治

の
総
仕
上
げ
と
も

い
え
る
改
憲
が
焦
点
に
。

改
憲

発
議
阻
止

の

一
歩
に
」

と

挨
拶
。

市
民

野
党
共
闘

の

高
井
た
か
し

議
員
も

「
改

憲
発
議
阻
止

を
頑
張
る
」

と
決
意
表
明
。

＊

＊

＊

＊

続
い
て
講

演

で
福
山
氏

は

「
こ
れ
ま

で
平
和

・
民
　
津畿
鞠
亀

ぶ

主
主
義

・
脱
原
発

・
沖
縄

で
最

も

一
員
し
た
戦

い
を
し
て
き
た

の
が
社
民
党

で
あ
り
要
と
し
て

の
期
待
」

を
表
明
。

市
民

・
立

憲
野
党

の
共
闘
で
安
倍
政
権
を

包
囲
す
る
た
め
、

野
党
間
で
の

本
気

の
協
力
が
必
要
で
、

政
党

も
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」

こ
と
。

ま
た

「
オ
ー

ル
沖
縄

の

新
受

又
市
征
一，さ
ん

社
民
党
は
２
月

２
４

・
２
５
日
に

開
催

の
社
民
党
定

期
全
国
大
会
に
向

け
党
首
選
挙
を
行

な
っ
た
。

し
か
し

１
月
１
２
日
の
告

示
で
は
立
候

補
者
が
な
＜
、

再
告
示
と

い
う

異
常
な
事
態
と
な
っ
た
。

ま
さ
に
党

の
危
機
的
事
態
を

受
け

て
全
国

の
党
組
織
で
も
様

府
な
努
力
が
な
さ
れ
、

現
国
会

議
員
や
組
織
な
ど

で
協
議
が
重

ね
ら
れ
、

最
終
的
に
叉
市
征
治

参
院
議
員

・
幹
事
長
が
表
明
、

他
に
立
候
補
者
が
な
く
、

規
則

に
よ
り
叉
市
民
が
当
選
、

全
国

大
会

で
承
認
手
続
き
と
な
る
。

党
県
選
対
本
部
長

・
宮

日
好
夫

戦

い
に
無
関
心
で
あ
る
こ
と
は

安
倍
政
権

の
共
犯
、

加
書
者

で

あ
る
」

と
厳
し
く
指
摘
し
た
。

「
今
年
は
節
目
の
年
、

９
条
改

憲

に
国
民
の
多
く
が

反
対
。

街

頭
宣
伝
だ
け
で
な
く
３
０
０
０

万
署
名
を

一
軒

一
軒
回
ろ
う
。

頑
張
れ
ば
改
憲
発
議
は
阻
止

で

き
る
」

と
訴
え
た
。

社
民
党
や
野
党

・
市
民
の
行

動

へ
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

　

文
責

・
事
務
局

社
民
党
中
国
ブ

ロ
ツ
ク
自
治

体
議
員
団
会
議
が

１
月
２５

ｏ
２６

日
、

岡
山
で
開
催
、

事
務
周

の

岡
山
を
含
め
３。

名
が
参
加

し
た

２
５
日
は
総
会
と
２

つ
の
テ

ー

マ
で
研
修
。

宮

日
議
長

（
岡

山

・
高
梁
市
議
）

の
進
行
で
、

冒
頭

「
解
散
総
選
挙

で
島
根
２

区
か
ら
立
候
補

の
福
原
氏
と
県

連
合
に
敬
意
」

の
言
葉
を
述

べ

続

い
て
武
本
事
務
周
長
か
ら

一

年
間

の
総
括
と
次

の
力
針
な
ど

提
案
、

確
認
し
、

各
県
報
告

で

で
交
流
、

情
報
交
換
し
た
。

研
修
は
、

①

「
働
き
方
改
革

と
学
校
現
場

の
現
状
」

県
教
組

・
河
村
氏
、

②

「
公
共
交
通

の

現
状
と
課
題
」

私
鉄
中
国

。
有
吉
氏
か
ら
提
起
を
受

け
て
活
発
に
質
問
が
交
わ

さ
れ
、

懇
親
会

で
は
自
己

紹
介
な
ど
交
流
を
深
め
た
。

２
６
日
の
フ
イ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
は

「
長
島
愛
生
園

歴
史
館
」

で
ハ
ン
セ

ン
病

．
と
人
権
に

つ
い
て
見
学
、

研
修

し
た
。

　

（
詳
細
一異
面
）

フ
ア
リ
パ
ー

ク
な
ど
で

人
気

の
白

い
ラ
イ
オ
ン

は
、

野
生

の
原
野
で
は

目
立

つ
た
め
獲
物
に
近
づ
き
難
く
、

相
手
か
ら
発
見
さ
れ
や
す
い
な
ど
、

生
存
は
厳
し
い
と
い
う

▼
と

こ
ろ

が
同
じ
白
く
生
れ
て
も
、

熊

で
は

様
子
が
逆
転
す
る
。

川
に
入
っ
た

白

い
熊
は
、

川

の
中
か
ら
鮭
目
線

で
見
る
と
、

空

の
背
景
と
重
な
っ

て
鮭
を
狙
う
熊
を
見

つ
け
難

い
ら

し
い
。

白
い
熊
に
気
づ
か
な
い
鮭

は
捕
ま
え
や
す
く
、

多
＜

の
鮭
を

食
べ
る

こ
と
が

で
き
る
白
い
熊
は

大
き
く
強
く
な
る
と

い
う

▼
鮭
目

線

で
は
な
い
が

「
も

の
を
見
る
」

と
き
、

ど

の
立
場
か
ら
見
る
か
で

双
方

で
ろ
が

っ
て
く
る

の
は
自
然

界

の
話
だ
け
で
は
な
い
▼
戦
国
時

代
な
ど
昔
は
、

兵
力

の
中
心
は
農

民
だ

っ
た
。

勝
ち
戦
な
ら

「
乱
盗

り
」

と

い
っ
て
負
け
組
み
か
ら

の

略
奪
が
曽
通
と
さ
れ
た
。

　
塁
辰
民

は
、

戦

の
最
大

の
被
害
者

で
あ
る

と
と
も
に
加
害
者
」

に
も
な
っ
た

（
朝
日
１
／
‐３

憲
法
季
評
）

▼
自

衛
隊
を
憲
法
に
明
記
す
る
こ
と
は

現
状
追
認
だ
け
に
止
ま
ら
な
い
。

現
行
９
条

の
歯
止
め
は
死
文
化
し
、

自
衛
隊
を
加
害
者
に
す
る

▼
真
に

平
和

の
立
ち
位
置
が
ど
う
あ
る
べ

き
か
が
間
わ
れ
て
い
る
。

（
の
）

定
例
学
習

・
統
者
会

「
新
報
」

読
者
会

２
月
３
日

（
第

２
火
）

１
８
時

弓
之
町

「
時
事
問
題
懇
話
会
」

２
月
２３

日

（
月
末
金
）

１
８
時

※
聴
き
た
い

。
話
し
た
い
人
歓
迎

い
す
れ
も
岡
出
社
会
文
化
会
館

麗
罷
襲
襲
聾

た 人 と 条 の こ 衛 ¬ 誉 冷 ハ つ 1°
が 訴 の 狙 と 隊 9え た 写 づ 月 最
参 え 死 い の を 条 な さ 真 き 1大
加

｀
文 は 本 書 に が に

V｀
9の

し 8化 9当 <自 ら マ と 2日 寒

軽 蓋う冒含零春
本 を の 党 か 列
幹 持 街 定 り 島
事 つ 頭 例 街 を
長 手 行 街 宣 襲
が を 動 宣 に う

こ
案
内

.●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●“

2/24～ 25 社 民党全国大
会 (東京) 県 代表 ・代議
員 ・女性代表3名 参力B

19 18:00～

ストップ戦争法総がかり
岡山駅西□ さ んすて前

総がかり行動岡山実行委

17 14i30～

私たちは戦争を許さなしヽ

講師 伊 藤 真
岡山勤労者福祉センター

現地 :奈義町11～ 12Bき

11

参加手段は関係者と

2/3 総 がかりこ
12:30マ ツキヨ
2/7 佐 与谷川訴訟公判

1l i00 岡 山地裁


